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　Activity and experience of people are limited at the level place only.
The theme of my master design is analyzing a slope angle. And the level prosperity of a town and 
people's community are built in three dimensions.
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　勾配知覚：勾配角度を分析し、平面的なまちの賑わい・人のコミュニティを、自然と立体的に構築する。
　建築には様々な役割がある。人が何らかの活動をする場所をつくるわけだから、それに適した機能を備えなけ
ればならない。また、その場所に長期間存在し続けるのだから、周囲との関係性の中で形作られるべきである。
しかし現状は、その建物に目的を持った人の為しか使用価値を与えられていないかのように感じる。これは利便
性を追求するあまりに、プログラム、サイトの２つの要素を鮮やかに解くことに重点が置かれていることに問題
があると考える。その結果形として現れてくる建築は、平面を最大限確保する為に水平スラブを敷地いっぱいに
広げて、垂直動線は必要最低限のコアでまとめられている。しかし、これは物質としての建物が成立する与件で
あり、建築の奥底に潜む本質的な価値とは無縁のものである。建築の本質的な価値は、人々を誘い込んだり、そ
こで思わぬ発見や出会いの場を提供したり、様々な体験を生み出してくれるものであると考える。
　近年では、超高層ビルの建設がハイスピードで行なわれ、移り変わってゆく風景を維持することが困難な社会
状況にあることは否定できない事実である。それに伴い、まちの賑わいというものは全国共通 GL レベルのもの
だけとなってしまっている。自然と人のコミュニティを立体的に構築にすることが課題の一つではないだろう
か。例えば六本木の美術館といった集客力のある施設を上層部にもっていくことについて、十分な認識があった
のだろうか。それを売りにして多くの人を集めているにしては、その機能に対応する低層部の処理の仕方が貧弱
に感じられる。必然的に派生するであろう低層部の公共性には、あまり関心が払われていないように感じる。内
部と外部を切り離しているかのような考え方、敷地内での事業収支が最優先される考え方から脱却し、建物や敷
地の中だけで完結した特異な場所をつくるのではなく、周囲に溶けていくようなビジョンが必要だと考える。
　合理性を追求した水平スラブの積層により、平面的なままに規制されがちな、人の活動や体験。建築設計にお
いて、もっと、人々の活動や体験に重点を置いても良いのではないだろうか。
　本計画では、平面的なまちの賑わい・人のコミュニティを、自然と立体的に構築することを目的とする。
０．定義 / definition
１．研究目的 / purpose
　人々の上下の移動手段は３種類ある。
　一つのコアにまとめられ、平面的な活動を生み出す要因となりうる２種類…エレベーター・階段
　空間の一部として機能する可能性を持つ１種類…斜路
２．研究方法 / method
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　エレベーター・階段はひとつの階と他の階を切り離し、斜路は結びつける。歩きながら建築空間を時間経過と
ともに感じる。歩きながら、人と人との距離に違いが生じることで、互いに意識できる関係が生まれる。
　上下階を結びつける斜路に着目し、空間構成の研究として、スロープ（勾配）の特徴的な建築を挙げ、その斜
路がどのような勾配で、空間でどのような意図を持って構成されているのかを調べる。
　２の考察から、それぞれ斜路の持つ空間効果、意味には差異が見受けられた。また全ての斜路において、人々
の活動はフラットな場所で限定されており、斜路部分は動線としての役割のみであった。しかし、自然環境の中
にある地形には、その地形でしかない活動がある。
　ある勾配では、人は座ったり
　ある勾配では、寝転がったり
　ある勾配では、ゴロゴロしたり
　ある勾配では、ふもとに腰掛けたり。
　複雑な地形を持つ岩の上でも、居心地の良い場所を探すように丘に登ったり、くぼみに皆で集まったり。
　更には勾配によって出来た段差が机になったりもする。
　つまり「ある種の勾配を持つと、勾配は、人の活動を活性化する」といえるのではないだろうか。
　本計画では、江の島の勾配を取り上げる。
　片瀬江ノ島駅から江の島に向かい、正面に連続する参道は、緩やかな勾配から急な勾配まで、異なる勾配で構
成されており、その両手に食事処や土産屋、宿泊施設等が建ち並んでいる。そして、江の島参道入り口は緩やか
な勾配であり、坂に感じないが実際は登っている。といった不思議な感覚を抱いた。
　江の島での体験から、等高線等資料から勾配の調査の結果、４％勾配というものは、人の歩く歩幅やスピード
に影響を与えない角度、つまり、坂に感じない角度であることが得られた。
　敷地条件やプログラムの制約から、敷地に対して最大限広げられた水平スラブに、必要最低限のコアによる垂
直動線をとる構成だと、それぞれの階は別の階に感じられ、人の活動やコミュニティは平面に限定されている。
斜路を利用した建築も、斜路は動線として、活動は水平スラブ上のみであった。
　坂に感じない４％勾配は、限りなく水平に近い角度であり、斜路を動線のみの役割ではなく、空間の一部とし
て、活動を行える場所として捉えることが出来る。上下階の分断を緩和し、全てのスラブが同一平面に感じとれ
るものとして、自然と上下を繋ぐものとして機能させる。そしてこの４％勾配で全体を構成すれば、平面的なま
ちの賑わい・人のコミュニティを、自然と立体的に構築することが出来るのではないかと考える。
　江の島は、神奈川県藤沢市、東京から直線距離で約 50km のところに位置しており、現在住む街であり、江島
神社や植物園をはじめとした観光地としても賑わっている街である。
　藤沢市の人口は年々増えてきており、江の島のある片瀬地区の人口も、今後増えていくことが予想できる。ま
た江の島は、藤沢市の中で最も高齢化が著しい街で、近年は親子３世代で住む家族が増えてきている。一方で、
中層マンションの建設、東京まで１時間３０分というアクセスの良さや自然豊かな景勝地といった恵まれた環境
等により、新しく引っ越してくる住民も増えてきている。
　江の島は夏の名所としてだけではなく、冬の時期の観光にも力を注ぎ、１年に渡る観光名所となるように、様々
な場所で多様な行事を行っている。その結果、年々観光客は増え続けている。また、宿泊客数が毎年少なく人数
も変動が無いのに対して、観光客数が著しく増えていることが分かる。数値にして表すと、宿泊客数に比べ、日
帰り客は４０倍多い。また、近年では外国人の方も増えてきている。
　つまり江の島は、古くから続く地域の中に、新しい流行や文化を、積極的に取り入れるポテンシャルを持つ街
といえる。これら統計をキーワードとしてまとめる。
　３世代住まいの増加　　　（昔からの地域住民）
　マンション建設等の増加　（新しい地域の一員）
　観光客の増加　　　　　　（地域外の人々）
　外国人人口の増加　　　　（異文化交流）
３．仮説 / hypothesis
４．江の島地形 / enoshima slope
５．敷地 / site
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　統計データをまとめると、江の島は個人や地域のニーズが多様化している街だといえる。しかし現在、これら
の様々な人が多目的に利用できる施設が少ないという現状がある。現在片瀬地区にある多目的施設は、片瀬市民
センターとかながわ女性センターの二ケ所のみであり、片瀬市民センターは小さな公民館であり、多くの人に使
われることはない。
　かながわ女性センターの各施設概要は以下の通りである。
ホール、会議室、視聴覚室、研修室、体育室、レッスン室、プレイルーム、宿泊室、食堂、図書館
　これらはほぼ女性の為の施設であり、片瀬地区唯一の図書館も女性専用図書のみの蔵書となっている。このか
ながわ女性センターを敷地に設定し、女性のためだけではなく、地域住民や観光客がそれぞれ違った目的で利用
できる施設を設計する。　　　　
　プログラムを思考するにあたり、昼の活動と夜の活動をそれぞれ取り上げる。昼の観光客は、海水浴や水族館
などの観光スポット、各種イベント等に足を運ぶ。地域住民は仕事をしに東京方面へ出たり、学生は学校へ行っ
たり、主婦は買い物したりする。観光客と地域住民には互いに目的が大きく異なることが分かる。また、昼に比
べて夜の人口は少ないと分析できる。
　より多くの方が江の島に宿泊する機会があれば、1 日を通して江の島の活性化に繋がると考え、夜は宿泊施設
の機能を持たせる。昼は、江の島唯一の図書館を始め、展覧会、講演会を行える地域の活動の拠点となる多目的
な地域センターを計画する。
　観光エリアと住宅エリアが江の島の地形によって分けられている。それに伴い、観光客の動線と、地域住民の
動線は、36m という高低差を持ちながら異なるものとなっている。観光ルートは主に１ルートであり、終着点
である岩屋までいくと、同じ道を戻ることになる。サムエルコッキング苑の下にある休み処となっているオープ
ンスペースから、建築を通して地域に新しい動線をつくり、回遊性を持たせ、地域の人と観光客とが気軽に立ち
寄ることのできる施設とする。
　江の島は、一つの軸となる大きく長い参道があり、そこから開けた場所に出たり、脇道や近道が広がるといっ
た特性を持っている。この江の島の特性を活かして、この建築ではメインの動線を２つ、中心部に持たせる。
　このメイン動線は４％の勾配で構成し、観光客の為の江の島ギャラリーをもつものと、地域住民の為の図書ス
ペースをもつものがダブルスパイラルで交差しながら構成していて、上下階を繋ぐものであり、人々の 1 番の
接点となる場所となる。
　この４％のメイン動線の周囲に、脇道や近道となる動線を配置して、建築内を自由に歩けるような構成とする。
そこは地域センターの機能と宿泊施設が散在していて、勾配による吹き抜けもあり、周りの活動を感じながら、
互いが互いに使える施設となる。２つのスラブが重なる接点となる場所は、休み処となるラウンジ等が配置され
る。また接点が水平スラブとの結節点となり、人々が最も行き交う場となる。
　例外として、１ケ所江の島ギャラリー（観光客スラブ）からしかアクセスできない水平スラブを設ける。そこ
は観光客の人が利用する宿泊施設を配置し、観光客と地域住民の異なる活動を妨げること無く明解にする。
　４％勾配スラブの空間構成方法として、動作環境は人体寸法から得られた構成、空間は角度の差異による天井
高の違いを活かした構成、視覚環境はスラブの隙間や断面高さの違いによる構成、本棚に開ける開口の場所の違
いを活かした構成方法を考える。
　地域住民と観光客が、直接関わることがなくとも、互いの活動が垣間見える柔軟な関係性を築く。歩き時間が
経つことで様々な活動が連鎖していることを把握できる。例えば、地域住民が本を探しながら歩いていると、調
理実習している光景が見えたり、観光客がアートを鑑賞しながら歩いていると、絵を描いている光景が見えたり、
座って本を読んでいる人が見えたりと、時間の経過とともに様々な活動に触れることが出来る。
　今まで、地域住民と観光客の両者が同時に利用できる施設はあまり存在しない。この建築は、常に地域センター
として機能して、地域住民が利用しているところを、観光客が歩きながら散策している。
　時間が経つとともに、直接繋がることはなくても、互いが互いを意識できる。それこそが江の島を体験するこ
とではないかと考える。
６．プログラム / program
７－１．設計プロセス / design process
７－２．設計内容 / design contents
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